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今
月
の
優
秀
作
品

書
学　

藤
枝　

文
代　

流
麗
な
書
線
の
中
に
シ
ャ
ー
プ
な
筆
法
を

見
せ
、
高
野
切
第
三
種
の
特
徴
を
見
事
に
表
現
し
た
。
微
妙
な
潤

渇
に
も
配
慮
し
た
完
成
度
の
高
い
模
範
作
。�

評　

福
原　

溪
春　

書
学　

大
杉　

マ
サ　

細
く
切
れ
味
の
鋭
い
線
質
の

中
に
太
細
の
変
化
を
巧
み
に
つ
け
て
、
立
体
感
を
醸

し
出
し
て
い
る
。
上
句
と
下
句
の
響
き
合
い
も
美
し

い
。�

評　

森　
　

嶺
雲　

水仙　原田たか子　切れのよい美しい字形で、
文字の大小をはっきりつけ、余白も利いて素
晴らしい。模範的な掲示文となった。
� 評　黒河内月倫　

ＹＳ　栁瀬佐代子　漢字・かなの調和が美し
い。温潤な運筆は自然体で情感豊かな格調高
い気品溢れる模範作。� 評　荒谷由美子　

５月提出競書作品の写真版作品は、
５月28日よりホームページに掲載されます。

今月の模範作品
規　

定　

課　

題

筆ペン

ボールペン つけペン

随　意　課　題
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今
月
の
優
秀
作
品

今月の秀逸作品 ── 規定課題・随意課題 ──
（　）内は選　　　　　評執筆者です。

大
開　

小
原　

由
夏　

繊
細
な
線
質
に
よ
る
流
麗

な
書
き
ぶ
り
で
、
紙
面
に
対
す
る
調
和
の
取
り
方

が
見
事
で
あ
る
。�
（
森　
　

嶺
雲
）

伏
見　

伊
藤　

直
子　

行
間
の
響
き
良
く
、
伸

び
や
か
な
線
で
書
か
れ
た
作
品
。
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
も
美
し
く
素
晴
ら
し
い
。�（
御
園
生
藍
珠
）

佳
風　

平
山　

智
佳　

楽
趣
あ
る
線
と
安
定
感
の
あ

る
字
形
が
紙
面
に
調
和
よ
く
収
ま
っ
た
。
見
事
。

�

（
黒
河
内
月
倫
）

Ｋ
Ｓ　

楠　
　

雪
香　

安
定
し
た
字
形
で
文
字
に
大

小
の
変
化
を
つ
け
な
が
ら
、
紙
面
全
体
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
収
め
て
い
る
。�

（
森　
　

嶺
雲
）

書
学　

青
木
奈
生
子　

筆
線
に
呼
吸
あ
り
、
優
美
な

文
字
は
見
る
者
を
魅
了
す
る
。
平
素
の
努
力
が
実
を

結
ん
だ
。 �

（
江
口　

春
陽
）

水
茎　

河
合
美
由
紀　

安
定
感
の
あ
る
線
で
、
バ
ラ

ン
ス
良
く
書
け
て
い
る
。
余
白
も
美
し
く
、
と
て
も

読
み
易
い
掲
示
文
と
な
っ
た
。�

（
御
園
生
藍
珠
）

群
青　

小
林
留
美
子　

ペ
ン
字
の

基
礎
を
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
る

の
が
感
じ
ら
れ
る
秀
逸
作
品
。

�

（
奈
良　

孝
嬉
）

湊　大河　明美　手本をよく観察し沈着な書きぶりで、
横への流れも美しく纏め上げた秀逸作。�（荒谷由美子）

清
光　

大
橋　

修
子　

つ
け
ペ
ン
を
使
っ
た
丁
寧
な
書
き
ぶ
り
が

清
々
し
い
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
表
現
は
修
練
の
賜
物
。�（
荒
谷
由
美
子
）



22

専攻コース

今
月
の
優
秀
作
品



専攻コース
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今
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品
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基礎コース

今
月
の
優
秀
作
品



基礎コース
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今
月
の
優
秀
作
品
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基礎コース

今
月
の
優
秀
作
品
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今
月
の
優
秀
作
品

写経研究室・つけペン

池
田
　
説
子

田
島
由
美
子

関
口
恵
美
子

濱
田
　
愉
子

上
平
　
幸
子

上
平
田
一
代

安
部
　
寿
子

安
廣
　
清
翠
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今
月
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優
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品

つけペン・筆ペン

濱田　愉子 斎藤　濤華

渡邉　翠月 井坂　由美

岩上　恵子 野本由美子
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今
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筆ペン・ボールペン

三谷　恵子

染谷　駿仁

田中三重子


